
決
算
審
査
特
別
委
員
長
報
告（
概
要
）

【
認
定
第
１
号
】「
令
和
４
年
度
南
島
原
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
を
認
定
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田
中
次
廣 

委
員
長

〈
総
務
部
〉

　
　
　
財
産
の
売
払
い
を
計

画
さ
れ
、
例
え
ば
加
津
佐
町

辺
り
の
幼
稚
園
跡
な
ど
競
売

に
出
さ
れ
て
い
る
。
値
段
が

高
い
か
ら
売
れ
て
い
な
い

が
。

　
　
　
旧
加
津
佐
幼
稚
園
跡

地
は
、
公
募
し
て
も
応
募
が

な
い
状
況
。
公
有
財
産
評
定

委
員
会
を
開
い
て
、
土
地
の

値
段
を
決
定
す
る
の
で
、
十

分
審
議
を
重
ね
、
適
正
な
価

格
で
公
募
し
、
買
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
と
か
で
非
常

に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
仕
事
が

増
え
て
い
る
中
で
、
時
間
外

手
当
も
前
年
比
減
っ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
１
人
当
た

り
の
時
間
外
勤
務
が
伸
び
て

い
な
い
の
か
。

　
　
　
時
間
外
手
当
は
、
令

和
３
年
度
決
算
と
比
較
し
た

と
き
、
１
人
月
当
た
り
24
時

間
程
度
、
金
額
で
５
万
８
千

円
程
度
減
に
な
っ
て
い
る
。

〈
地
域
振
興
部
〉

　
　
　
南
島
原
産
そ
う
め
ん

小
麦
開
発
事
業
で
、
小
麦
の

試
作
栽
培
を
実
施
し
た
と
あ

る
が
成
果
は
。

　
　
　
令
和
４
年
度
は
、
長

崎
県
の
推
奨
小
麦
で
あ
る
、

「
長
崎
ｗ
２
号
」
で
そ
う
め

ん
の
試
作
を
実
施
し
、
委
員

の
皆
さ
ん
に
試
食
を
し
て
い

た
だ
い
た
が
、
一
般
的
に
使

用
し
て
い
る
小
麦
粉
と
比
べ

る
と
作
り
に
く
い
と
の
こ
と

で
、
別
の
品
種
「
ミ
ナ
ミ
ノ

カ
オ
リ
」
の
作
付
け
を
行
い
、

今
年
度
試
作
品
を
製
造
す
る

予
定
。現
在
、試
作
の
段
階
で
、

完
成
は
し
て
い
な
い
。
小
麦

粉
の
タ
ン
パ
ク
が
低
い
た
め
、

地
元
産
１
０
０
％
で
作
る
か
、

外
国
産
な
ど
を
混
ぜ
て
作
る

か
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

〈
市
民
生
活
部
〉

　
　
　
今
回
市
税
が
増
額
に

な
っ
て
い
る
理
由
と
、
た
ば

こ
税
も
増
額
に
な
っ
て
い
る

要
因
は
何
か
。

　
　
　
市
民
税
は
営
業
所
得

が
若
干
減
少
し
た
が
、
農
業

所
得
と
給
与
所
得
の
伸
び
が

見
ら
れ
た
。
法
人
市
民
税
も

事
業
所
数
は
横
ば
い
傾
向
だ

が
、
一
部
業
種
で
業
績
が
上

が
り
伸
び
て
い
る
。
た
ば
こ

税
は
、
令
和
３
年
10
月
に
税

率
改
正
が
あ
り
、
そ
の
影
響

で
４
年
度
ま
で
増
え
て
い
る
。

今
年
度
は
、
若
干
落
ち
る
見

込
み
。

〈
教
育
委
員
会
〉

　
　
　
小
中
学
校
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
が
流

行
し
て
い
る
。
特
に
学
級
閉

鎖
の
日
数
は
、
ど
こ
で
定
義

す
る
の
か
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
学
級
閉
鎖
、

学
年
閉
鎖
は
、
一
応
５
日
間

程
度
と
い
う
基
準
が
出
て
は

い
る
が
、
そ
の
地
域
の
感
染

状
況
、
学
校
の
状
況
、
校
医

の
助
言
を
い
た
だ
き
、
期
間

の
決
定
を
し
て
い
る
。

〈
環
境
水
道
部
〉

　
　
　
個
人
型
浄
化
槽
補
助

金
で
、
本
年
度
、
１
５
５
基

分
の
補
助
金
を
交
付
し
た
と

の
説
明
だ
が
、
近
年
の
設
置

申
込
み
の
状
況
は
。

　
　
　
平
成
30
年
度
は

１
１
１
基
、
令
和
元
年
度
が

１
１
７
基
、
令
和
２
年
度
が

１
５
０
基
、
令
和
３
年
度
が

１
４
５
基
、
令
和
４
年
度
が

１
５
５
基
と
な
っ
て
い
る
。

〈
建
設
部
〉

　
　
　
住
宅
使
用
料
の
未
納

に
つ
い
て
。

　
　
　
入
居
者
が
滞
納
さ
れ

た
分
で
、
逐
次
訪
問
し
徴
収

に
努
め
て
い
る
が
、
納
付
さ

れ
て
な
い
状
況
。
そ
の
額
は
、

現
年
度
分
４
３
３
万
２
，
５

０
０
円
、
過
年
度
分
１
，
１

７
５
万
８
，
７
０
０
円
。

　
　
　
空
き
家
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
１
，
８
０
０
件
ほ
ど

の
空
き
家
を
把
握
し
て
い
る
。

〈
福
祉
保
健
部
〉

　
　
　
生
活
保
護
の
世
帯

数
、
は
り
券
、
タ
ク
シ
ー
券

の
受
給
者
、
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
者
の
増
減
は
。

　
　
　
児
童
扶
養
手
当
は
、

実
際
減
っ
て
い
る
。
生
活
保

護
受
給
者
は
、
過
去
５
年
間

で
減
少
傾
向
に
あ
り
、
世
帯

で
25
件
、
人
数
で
45
名
減
。

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
状
況
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
の
た
め
か
、
令

和
２
年
か
ら
減
少
傾
向
に
あ

り
、
令
和
２
年
度
46
・
１
％
、

令
和
４
年
度
42
・
５
％
の
交

付
率
。
は
り
・
き
ゅ
う
券
は
、

40
歳
以
上
の
被
保
険
者
数
で
、

交
付
率
が
昨
年
度
７
・
96
％
、

令
和
３
年
度
８
・
25
％
と
若

干
落
ち
て
い
る
。

〈
会
計
課
〉

　
　
　
派
出
手
数
料
１
６
５

万
円
は
、
銀
行
職
員
に
対
す

る
手
数
料
か
。

　
　
　
西
有
家
庁
舎
の
会
計

課
に
、
指
定
金
融
機
関
の
十

八
親
和
銀
行
か
ら
出
向
し
て

い
た
だ
き
、
税
金
等
の
収
納

を
お
願
い
し
て
い
る
派
出
行

員
に
対
し
支
払
っ
て
い
る
。

〈
農
林
水
産
部
〉

　
　
　
果
樹
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
フ
ァ
ー
ム
の
研
修
生
２
名

は
、
研
修
終
了
後
、
新
規
就

農
し
た
い
と
い
う
時
に
、
ど

の
よ
う
な
手
助
け
を
市
と
し

て
行
う
の
か
。

　
　
　
現
在
２
名
が
研
修
を

受
け
て
い
る
。
１
期
生
の
２

年
間
の
研
修
を
終
え
た
後
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の

事
業
に
参
画
を
い
た
だ
い
て

い
る
各
種
生
産
団
体
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
事
業
継
承
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
全

面
的
に
協
力
を
し
た
い
。

【
反
対
討
論
】

　
真
砂
に
つ
い
て
、
３
千
万

円
の
借
金
を
し
た
中
で
、
補

助
金
を
毎
年
出
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
、
も
う
倒
産
す
る
可
能

性
が
あ
る
状
態
だ
と
い
う
説

明
を
も
ら
っ
た
が
、
ま
た
今

回
補
助
金
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
令
和
４
年
度
の
決
算
に

は
承
認
で
き
な
い
。

○
賛
成
討
論
な
し

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

主
な
質
疑

左から、吉田議長、徳永県議会議長、松本市長左から、吉田議長、大石県知事、松本市長

要望・提案活動の様子（長崎県議会議長室）要望・提案活動の様子（長崎県庁特別応接室）
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長崎県の施策に関する要望・提案活動
　南島原市は、平成21年度から県の施策に関する要望・提案活動を実施しています。
　本年度も去る８月17日、松本市長、吉田議長をはじめ総勢１４名で長崎県庁を訪れ、
市長、議長連名による要望・提案書を県知事・県議会議長に提出し、各種施策や課題
について県の支援をお願いしました。ここでは、その要望項目をご紹介します。

№ 要　　　　望　　　　項　　　　目
１ 構想路線「島原天草長島連絡道路 (深江町～口ノ津港 )」の早期事業化について
２ 原城跡世界遺産センター整備事業に係る財政支援等について
３ 自転車歩行者専用道路の整備及び利活用の促進について
４ 島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想の推進について
５ 原城前バス停における安全の確保について
６ 島原手延そうめんの産地振興について
７ 土石流被災家屋保存公園を含めた道の駅ひまわりの再整備について
８ 医師の確保と地域における医療機関偏在の是正について
９ ながさき農林業・農山村構造改善加速化事業の運用見直しについて
10 海藻養殖(ヒジキ)の生産支援について
11 畑地帯総合整備事業（担い手育成型）の予算確保について
12 一般国道２５１号の安全・安心対策について
13 南島原市につながる幹線道路網の調査検討について
14 一般国道３８９号の整備促進について
15 主要地方道小浜北有馬線（北有馬町坂下地区）の新規事業化について
16 二級河川の整備について
17 学校施設環境改善交付金について
18 育休等により教職員に欠員が生じた場合の代替となる臨時的任用教職員確保について


